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1．水先人（Pilot）とは

○水先法 第二条
一定の水先区について水先人の免許を受けた者

➢ 水先区の海域､気象・海象､規則等に精通

➢ 操船のエキスパート

➢ 船長のアドバイザ

➢ 応召義務（第四十条）
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２．水先の歴史

○ B.C.10世紀､古代フェニキア（現レバノン付近）
に水先人が存在「ヘブライの大予言第27章」

○ B.C.５世紀？弥生時代？
椎根津彦が豊後水道～瀬戸内海を水先「日本書紀」

○ 中世期の大航海時代
インド洋､喜望峰､アメリカ大陸発見時にも水先人

○ 1600年 オランダ船が豊後に漂着
ウィリアムアダムス（三浦按針）が水先人

○ 日本の水先制度は明治９年の西洋型船水先免状
規則の制定が始まり
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３．日本全国の水先区（34水先区）
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４．外航日本人船舶職員と水先人の人数推移
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外航船舶職員数のうち、1995年～2005年は国土交通省「船員統計」による。
その他の水先人数、外航船舶職員数は国土交通省海事局調べによる。

水先人数
船舶職員数



JAPAN FEDERATION OF PILOTS' ASSOCIATIONS
日本水先人会連合会

５．等級別免許制度
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６．等級別水先人の割合
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新制度の１級水先人が誕生

３級から１５名の２級水先人が誕生

３級水先人が誕生

新制度の水先人が過半数を占める

３級から１級水先人が１名誕生

２級から１級水先人が１名誕生

２､３級からの１級水先人が４０名となる

国土交通省海事局調べによる水先免許数から算出
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７．水先人に求められる人物像

１．水先はサービス業

品位､品格を持って「安全サービス」を提供
➢協調性､コミュニケーション能力､信頼関係の構築

２．水先は極めて公共性の高い職業

応召義務が課せられている水先人は日本経済（物流）を支える要
➢使命感、責任感

３．水先人には不断の自己研鑽が必要
謙虚であるべし

無事故で年間３００隻を嚮導､理論を持った職人
➢探究心旺盛､精神力
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ご清聴ありがとうございました
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